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◆ 科目名：全人教育論

　　　教育学部教育学科・乳幼児発達学科

　　　� 年生全員 （300 名を 4 クラスに分け実施）

◆ 授業の概要：本学の掲げる教育は「全人教育」

でありますが、全人教育とはそもそもどのよう

な教育なのか、とりわけ小原國芳先生が主張さ

れた全人教育の内容はどのようなものであり、

現代社会にあってどのような意義を持つものな

のか、また、大学レベルにおいてはどのように

実現されるべきものなのかを追求しています。

講義補助資料の掲載
　「全人教育論」の授業のために、学生には各

自テキストとして『全人教育論』（小原國芳著

／玉川大学出版部刊）と『教育とわが生涯　小

原國芳』（南日本新聞社刊）の２冊を持っても

らっています。この２冊は、小原國芳の全人教

育思想の形成過程、全人教育思想の内容を吟味

Blackboard@Tamagawa 活用事例

教育学部 � 年次対象の「全人教育論」における活用

する時に使用していますが、授業全体の構成か

らして、これだけでは足りません。そこで講義

の補助資料として、以前は毎回授業中にプリン

トを配布していました。教育学部の学生は一般

的に授業の欠席は少ないのですが、やむを得ず

休む学生もいます。そこで講義補助資料をこの

Blackboard@Tamagawa に掲載し、必要な学生

には各自で見てもらうことにしました。おかげ

で、授業に休んだ学生が翌週に「前回のプリン

トを下さい」と言ってくることもなくなりまし

たし、授業では直接取り上げなくても、学生の

参考になりそうな資料や文献も載せることに

よって、興味を持った学生はさらなる追求が可

能になったように思います。

　

ビデオ資料の掲載
　Blackboard@Tamagawa には、講義補助資料

のプリントだけではなく、ビデオ資料も３本ほ

ど掲載しています。小原國芳先生の全人教育思

　教育学部教育学科教授：　石橋　哲成　先生　

　「全人教育論」は生前、小原國芳先生が全学の一年生を対象に一人で持たれていた科

目です。現在は教育学の専門の先生方が手分けして、6 学部の全１年生を対象に講義さ

れています。教育学部１年生（300 名）に対しては、教育学部長でもある石橋哲成先生が、

自分が全員に対して直接話したいという意向を持たれ、入学直後の第一セメスターにお

いて１年生を 4 つのクラスに分け、４コマの授業を持たれています。

　現在、「全人教育論」は１単位科目であり、一回の授業時間は 50 分です。この短い授

業時間を有効に生かすために、石橋先生は Blackboard@Tamagawa を活用されています。

どのように活用されているのか、紹介いただきます。

科目の実施規模と Blackboard の活用
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想は、先生の生き方と深く関わっており、そ

の意味では、先生の「全人教育論」を正しく

理解するためには、先生の生涯を知ることが

とても重要です。学生たちには５月の連休を

使って先に挙げたテキストの一冊、『教育と

わが生涯　小原國芳』（南日本新聞社刊）を

読んで感想文を書いてもらっていますが、そ

の補いとしてビデオ『新教育の開拓者　小原

國芳』を見せるようにしています。本で読ん

だ場面を動く場面で確認することは、臨場感

も伴って理解を深めることになります。

今後とも教育学部では

　しかし、このビデオは約 40 分間かかるもので

あり、50 分の授業の中で全部放映すれば、授業

者が講義できる時間はわずかとなり、学生たち

には、いくらいいビデオであっても、「この授業

はビデオを見て終わった」という悪い印象を残

すことになってしまいます。そこで、授業では

導入として �5 分ほど紹介し、残りの部分は各自

で授業が終わったあと、自宅あるいは自習室で

Blackboard@Tamagawa を開いて見てもらうこと

にしています。また、玉川学園の各部における全

人教育の実際を見てもらうためには、過去に製

作された『玉川学園の教育』のビデオ、生きた

小原國芳先生の姿や話しぶりを見てもらうため

には、生前先生がＮＨＫ教育テレビで対談され、

放映された『心を育てる』も Blackboard@

Tamagawa に掲載しています。このように

Blackboard@Tamagawa は、短い授業時間故

に出てくる問題の解消にも役立っています。

全人教育論　（ビデオ教材 ）

教育実習事前指導　（ビデオ教材 ：質疑の様子）

　教育学部では、現在いろいろな授業の中

で 如 何 に 有 効 に Blackboard@Tamagawa の

使用が可能かを、それぞれの先生がそれぞ

れの立場で考え、実践してくれています。最

近、教育実習の事前指導の一環として小学

部の授業参観を実施しましたが、急病で後半

の質疑に出席できなかった学生に対しては、

Blackboard@Tamagawa が役立ちました。

　また、現在３年生で来年春の教育実習を控

えた学生は、今セメスターに実施される「教

育実習事前指導」に毎週出席することが義務

付けられています。アメリカのマーシャル大

学に留学中の学生には、毎週の事前指導の授

業をアメリカで、Blackboard@Tamagawa を

通して聴講してもらうことにしました。こ

のことによって、教職希望の学生でも、３

年次の秋セメスターに留学が可能となりま

した。今後とも教育学部では。Blackboard@

Tamagawa の有効利用を積極的に考えていき

たいと思っています。
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１．Blackboard@Tamagawa は大学生活に役立ったか

学生アンケートの結果から

全く役立たなかった

役立たなかった

比較的役立った

大いに役立った

 

58.9%

3.9%

0.4%

36.8%

2．Blackboard@Tamagawa へのアクセス頻度

授業以外では、アクセスしなかった

月に 1回以下

月に 1回以下

毎週、1回

毎週、2回以上

ほとんど毎日

  

43.9%

30.4%

1.0%

2.8%

21.1%

0.8%

3．Blackboard@Tamagawa の役に立った機能

0

200

400

600

800

1000

予
習 

復
習

参
考
資
料

課
題
確
認

課
題
提
出

小
テ
ス
ト

掲
示
板

成
績
確
認

ア
ナ
ウ
ン
ス

シ
ラ
バ
ス

教
員
情
報

個
人
管
理
機
能

メ
ー
ル
送
信

（複数回答可） 

掲
示
機
能

学
生
メ
ー
ル

学
生
呼
出

休
講
情
報

補
講
試
験
時
間
割

260

313

606

931

593

250

91

313

813

624

215

68

428 426

333

279

628

682

4．自由記述回答から

 ・ポータルが構築されたことで

　情報量が増えた。

 ・授業の確認、テストやレポートについて確認できる。

 ・授業を受けるにあたっての意欲が増した。

 ・補講や試験の時間割の情報がとても役立った。

 ・学校生活を送る上でほとんどの情報が確認できる

　のでこれからも活用していきたい。

 ・履修登録結果を掲載してほしい。

 ・すべての科目を開講してほしい。

 ・学部掲示板の情報をすべて載せてほしい。

 ・奨学金や就職に関する掲示などを載せてほしい。

 ・自宅でインターネット接続をしていないため、

　不便だった。

 ・新情報掲載の通知を携帯電話へ送ってほしい。

　９割以上の学生が Blackboard@Tamagawa

が大学生活に「大いに役立った」「比較的役

立った」と回答しました。

　また、アクセス頻度については、３割の学

生がほとんど毎日、毎週 � 回以上アクセスす

る学生については９割を超えています。

　役立った機能では、ラーニング機能だけで

なく、ポータル機能の評価が高いことが分か

ります。（赤棒グラフ部分）

2006 年度 春学期末に実施した科目終了アンケートの回答から、4 項目をご紹介します。

アンケート実施方法：Blackboard@Tamagawa のアンケート機能 ( 匿名 ) により回収 . 回収数 :�,�56 名、回収率：�6%
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　2006 年度開始したパーソナライズした情報の提供（ポー

タル機能）は学生の利用度・満足度ともに高く、大学生活を

支える基盤となりつつあります。アクセス頻度の増加により、

ラーニングとの相乗効果がさらに高まることが見込まれま

す。秋学期授業でも Blackboard@Tamagawa をぜひご活用く

ださい。

e エデュケーションセンター　メディア教育推進室
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編集後記

玉川大学

2006年度春学期のコース統計

　2006 年度春学期の Bb 活用率とコース統計結

果をご報告します。2006 年度春学期を終えての

活用率は 44.2％となりました。2005 年度春学期

の活用率 36.8% と比較すると、7.4% の増加とな

りました。各授業での利用形態も、アナウンス・

講義資料の掲載といったものだけでなく、課題提

出や成績表など Blackboard@Tamagawa の機能

をさらに活用した形態へと推移しています。春学

期、特に増加が顕著だったのは、工学部です。教

員グループでの利用をきっかけとして、授業での

利用が拡大しました。
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①授業数：正式に登録され、開講された授業コード数

②活用数：①の授業のうち、Blackboard を活用した授業コード数

③活用率：授業のうち、Blackboard を活用している割合　（= ②÷①× �00）

図 . 授業における Blackboard ＠ Tamagawa 活用状況

（注）①コース数：教室での対面授業を � コースとして、授業コード区分別 ( 各学部、コア / 教職共通科目 ) に集計。

         ②受講者のべ数、教員実数：利用者を所属学部別に集計。

         ③活用率：各学部で開講されている授業の授業コードを元に集計。授業のうち、Blackboard を活用している割合　（= ②÷①× �00）

         ④コース数と活用率の違い：コース数は、Bb 利用対面授業数を把握する目的で集計。活用率は、全授業中の活用の割合を把握するため、授業コードを元に集計。

表 .Blackboard@Tamagawa 経年統計 ( コース数等 )

　また、グループ（授業外）の利用数は、�02 グループとなりました。学生と教職員が同じグループ

にアクセスでき、アナウンス、資料のダウンロード、ディスカッションボード (BBS) を通して双方向

の情報共有ができる利点を生かし、「コスモス祭」「淡江大学留学生研修」「小学校英語資格指導者認定

（J-Shine）」をはじめとした任意のグループで活用が進んでいます。


